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特定農業振興ゾーン設定計画 

項目 内容 

位置及び規模  面積  42.4 ha(田18.3ha、畑15.6ha) 

 地区  宇陀市 大宇陀政始北部地区  

地域の現状、

課題と設定の

目的 

【地域の現状】 
区域面積 

(ha) 

世帯数 

(戸) 

農家数 

(戸) 

担い手数 

(人) 

農地面積 

(ha) 

作付面積 

(ha) 

42.4 118 93 4経営体 33.9 31.1 

当該地区の農地は、国営総合農地開発事業大和高原南部地区で国道166

号や母里川に沿って区画整理された水田と、山林等を造成した畑を主体と

し、水稲及び施設の軟弱野菜、大和の伝統野菜である祝だいこんや宇陀金

ごぼう等の露地野菜が栽培されている。 

 

【課題】 

○ 農業生産の効率化･省力化 

○ 高収益作物の生産性向上 

○ 低利用農地の活用 

○ 鳥獣害の多発による営農意欲の減退 

 

【設定の目的】 

生産性向上による生産拡大と品質向上を図り、既存の振興ゾーンと連携

した大和高原宇陀ブランドとして農業振興を目指す。 

 

高収益作物へ

の転換 

 

【高収益作物への転換計画】 

作目 
現況(令和4年度) 目標(令和11年度) 

作付面積 生産量 産出額 作付面積 生産量 産出額 

水稲 15.6ha 76.6t 15,702千円 15.6ha 76.6t 15,702千円 

うち裏作 

(祝だいこん) 
－ － － 0.7ha 21.0t 9,800千円 

施設軟弱野菜 
3.6ha 

延べ7.6ha 
156.3t 47,606千円 

3.6ha 

延べ9.5ha 
190.5t 58,988千円 

祝だいこん 1.5ha 45.0t 21,000千円 1.5ha 45.0t 21,000千円 

ヨモギ － － － 0.4ha 4.8t 1,200千円 

ケール 0.4ha 12.0t 4,800千円 0.9ha 27.0t 10,800千円 

宇陀金ごぼう 0.4ha 4.0t 3,200千円 0.4ha 4.0t 3,200千円 

その他 

露地野菜 
3.7ha － 7,400千円 4.5ha － 9,000千円 

その他花木等 0.8ha － － 0.8ha － － 

菜園等 5.1ha － － 5.1ha － － 

自己保全 2.2ha － － 1.1ha － － 

耕作放棄地 0.6ha － － 0ha － － 

総計 33.9ha － 99,708千円 33.9ha － 129,690千円 

 

【目標達成するための取組計画】 

○ 農業生産性を向上させるためのスマート農業等の導入推進 

○ 基盤整備等による高収益作物の生産拡大と品質や生産性の向上 

 

耕作放棄地の

解消・防止 

 

【耕作放棄地の現状と解消計画】 

 
現況(令和4年度) 目標(令和11年度) 

面積 面積 

１号遊休農地 
緑区分 0.1ha 0ha 

黄区分 0.5ha 0ha 

２号遊休農地 0ha 0ha 

再生利用が困難な農地 0ha 0ha 

別途図①を添付 
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【目標達成するための取組計画】 

○ 畑地については、農地中間管理機構を通じた担い手への農地集積や

基盤整備、獣害対策の徹底、新規作物の導入推進による耕作放棄地

の解消や低利用農地の活用を図る。 

○ 水田については、耕作放棄地防止のため、基盤整備を実施するとと

もに、離農される際には、農地中間管理機構を通じた担い手等への

農地集積等を図る。 

 

多様な担い手

の確保 

【現在の担い手の状況】 

○ 契約栽培による共同出荷に取り組む認定農業者や企業の設立した

農業法人、意欲的な若手農業者等が地区の中心的な担い手となって

いるが、直売所出荷者等を含めた多様な担い手を育成する必要があ

る。 

 

担い手の属性 現況(令和4年度) 目標(令和11年度) 

認定農業者 ４経営体 ４経営体 

うち、法人 １法人 １法人 

認定新規就農者 － － 

うち、法人 － － 

基本構想水準到達者 － － 

うち、法人 － － 

集落営農組織 － － 

うち、法人 － － 

 

【目標達成するための取組計画】 

○ 中心的経営体への農地集積を推進し、多様な担い手を育成する。 

 

担い手への農

地集積 

 

【作物別農地利用図】 

現況地図： 別途図② 

目標地図： 別途図③ 

 

【目標達成するための取組計画】 

○ 農地中間管理事業の活用等により、農地集積を推進する。 

 

農地の整備 

 

【土地改良の現状と計画】 

○現在実施中又は既存の事業 

事業名 受益面積 
主要工事の名称

及び事業量 
事業主体 

事業の着工～完了

(予定)年度 

国営総合農地開発事業 

大和高原南部地区 
32.9ha 

農地造成・区

画整理 
国 S51～H11 

県営畑地帯総合整備事業 

大和高原南部地区 
4.7ha ポンプ更新 県 R2 

農業基盤整備促進事業 6.3ha 
貯水池改修

・ポンプ更新 

大和高原

南部土地

改良区 

H27、R3 

 

○今後の計画 

事業種目 受益面積 主要工事の名称及び事業量 
事業の着工～完了

(予定)年度 
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総合整備事業 33.9ha 

スマート農業のためのインフ

ラ・システム整備 

農業用排水施設の更新･整備、

鳥獣害防止柵設置、 

生産･出荷関連施設等の整備 

R6～R10 

 

農業の近代化

（先進技術導

入）のための

施設の整備 

【施設等の整備状況と計画】 

○現況 
施設･機械等の概要 

事業実施期間 利用者(組織) 
名称 数･規模 

    

    

 

○計画 

具体な内容については、令和5年度以降に実施する、実証試験等の結果を 

踏まえ策定する。 
施設･機械等の概要 

事業実施期間 利用者(組織) 
名称 数･規模 

スマート農機や新技

術活用機器の導入 

   

    
 

都市計画等他

の計画との関

係で留意すべ

き事項 

宇陀市が平成31年3月に策定した第2次総合計画に示された土地利用の方

向性と合致させる。 

農業委員及び

農地利用最適

化推進委員の

役割 

農地パトロールにより農地の遊休化を監視するとともに、地域の受け手

、出し手の意向を把握し、農地中間管理機構との連携により、担い手への

農地集積を推進する。 

 

その他(全体

スケジュール

等) 

 

【主な取組項目、目標、スケジュール】 

具体なスケジュールや取組内容については、令和5年度以降に 

実施する、実証試験や検討会の結果を踏まえ策定する。 

 

主な取組項目 目標 
具体的な取組内容 

令和4年度 

(計画策定時) 
令和11年度 

令和12年度 

以降 

流通・販売戦略 
収益性・販売

競争力の向上 
   

薬用植物等新規品

目の栽培技術支援 

薬用植物等新

規品目導入 
   

薬用植物等を活用

した6次産業化や

賑わいづくり等 

薬用植物等を

活用した地域

活性化 

   

     

     
 


